
金
滞
古
践
志
巷
廿
三

被
昌
仰
一
付
-
候
。
年
貢
米
之
事
、
蛍
年
以
来
毎
年
九
拾
俵
宛
可
a
納
所
-
之

皆
、
申
上
通
聞
届
申
候
。
然
者
佳
昌
先
制
之
皆
二
荷
役
令
E

菟
許
-
候
僚
、

年
賀
米
於
v
致
且
無
沙
汰
-
者
一
可
v
鵠
a
曲
言
-
者
也
。

元
和
元
年
九
月
五
日
印八

兵

衛

市

兵

衛

叉

右

衛

門

加

兵

衛

右
印
書
を
見
れ
ば
、
石
浦
町
は
元
和
以
前
よ
り
の
町
名
に
て
、
村
落

を
ば
上
石
浦
村
へ
移
縛
し
、
そ
の
村
跡
を
町
地
と
た
し
た
る
は
、
慶

長
年
中
利
長
卿
の
頃
な
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
石
浦
町
叉
右
衛
門
と

載
せ
給
へ
る
も
の
、
そ
の
か
み
、
村
落
あ
り
し
頃
の
石
浦
村
の
農
民

民
て
、
此
の
時
代
ま
で
も
磁
り
居
た
る
た
ら
ん
。

袋
畠
村

安
江
村

石
浦
町

と
ふ
村

。

石

浦

底

金
滞
事
績
必
鎌
に
、
石
浦
庄
は
遁
に
古
へ
よ
り
あ
り
し
庄
鋭
に

τ、

数
ケ
村
あ
り
し
と
。
按
宇
る
に
、
石
浦
紳
枇
所
磁
慶
長
十
一
年
八
月

石
浦
七
村
氏
子
連
判
欣

K
.
石
浦
村
・
笠
舞
村
・
保
嶋
村
・
朱
完
野
村
・

木
，
新
保
村
・
今
市
村
・
山
崎
村
都
合
七
村
は
、
惣
枇
石
浦
山
王
の
氏

i
i
?
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i
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i
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ゆ
ふ
げ
と
ふ
石
ト
も
ち
て
あ
ふ
事
の

か
た
き
織
と
は
訟
も
ひ
し
り
に
き

O
石
浦
三
郎
光
網
侮

隼
卑
分
肱
大
系
聞
に
、
林
六
郎
光
明
の
弟
大
桑
三
郎
利
光
の
二
男
石

浦
三
郎
光
網
、
共
の
子
石
浦
藤
次
賓
光
、
共
の
子
石
浦
六
郎
長
光
。

と
あ
り
。
光
網
石
浦
庄
を
領
知
し
て
、
地
頭
職
に
補
せ
ら
れ
、
世
々

僻
領
せ
し
ゅ
ゑ
‘
石
浦
を
稀
械
と
た
し
た
る
た
る
べ
し
。
金
糧
事
蹟

必
鍛
に
、
宮
樫
家
の
一
族
石
浦
五
郎
需
輔
・
同
藤
次
成
宮
と
い
ふ
人

の
居
館
、
石
浦
の
庄
内
に
有
り
た
る
よ
し
一
民
体
へ
ら
る
れ
ど
も
、
何

れ
の
地
怠
り
け
ん
今
知
り
難
し
。
と
あ
り
。
按
や
る
に
‘
石
浦
五
郎

錫
輸
と
石
浦
三
郎
光
網
と
は
共
の
民
族
異
怠
る
ぺ
し
。
隼
卑
分
除
大

系
固
を
考
ふ
る
に
、
官
樫
・
林
氏
等
の
組
加
賀
介
忠
額
の
五
男
越
中

檎
守
則
高
が
三
男
篤
輔
、
競
昌
右
浦
五
郎
一
共
の
子
右
浦
藤
次
成
官
、

共
の
子
左
京
進
景
光
と
あ
り
。
さ
れ
ば
、
右
石
浦
五
郎
震
輸
等
と
殺

せ
た
る
も
の
は
‘
右
浦
を
石
浦
の
潟
誤
た
り
と
見
な
し
、
石
浦
庄
内

陀
居
舘
す
と
は
い
へ
る
怠
る
ぺ
し
。
三
州
志
古
壇
考
に
も
、
石
浦
三

郎
光
網
共
の
子
藤
失
責
光
は
、
石
浦
庄
を
領
す
。
一
設
に
は
、
石
浦

五
郎
震
輔
・
同
藤
次
成
宮
此
に
居
舘
す
と
云
ふ
。
と
載
せ
た
り
。
是
隼

金
滞
古
蹟
志
品
骨
骨
三

子
地
に
て
、
保
嶋
村
と
朱
菟
野
村
と
の
雨
村
は
‘
先
年
川
筋
之
節
所

替
有
ν
之
、
犀
川
の
彼
方
は
宮
穂
庄
、
犀
川
の
此
方
は
石
浦
庄
也
。
と

あ
り
。
石
浦
の
名
は
、
石
浦
村
よ
り
し
て
庄
名
に
呼
ぴ
た
る
も
の
也
。

石
浦
の
邑
名
の
由
来
は
鮮
か
危
ら
宇
。
石
川
の
郡
名
た
る
石
川
は
、

河
内
園
の
石
川
郡
と
閉
じ
く
.
川
名
よ
り
起
り
た
る
な
れ
ば
‘
陣
川

の
古
名
を
石
川
と
呼
ぴ
、
石
捕
は
石
川
の
浦
と
い
ふ
よ
り
し
て
、
石

浦
の
地
名
起
り
た
る
な
ら
ん
か
。
延
菩
兵
部
式
に
、
飛
騨
固
に
石
浦

と
い
ふ
騨
家
あ
り
。
綬
日
本
紀
に
石
浦
王
見
b
た
り
。
加
賀
閣
の
石

浦
の
庄
名
は
、
和
名
抄
の
郷
名
中
に
も
見
h
宇
。
そ
の
後
に
起
り
た

る
地
名
た
ら
ん
か
。
倫
這
考
す
ぺ
し
。
叉
按
・
干
る
に
、
丹
波
国
風
土

記
に
、
日
子
坐
王
。
陸
地
拾
=
礎
石
国
之
以
a

健
E

知
陸
耳
之
登
晶
子
興
佐
J

犬
山
吋
因
続
且
其
地
-
云
a
石
占
-
云
べ
と
い
ふ
と
と
見
ゆ
れ
ば
、
布
浦
の

地
名
も
.
若
し
く
は
石
占
の
仮
宇
な
ら
ん
か
。
問
料
居
雑
鍛
に
、
商
業

集
の
歌
に
石
ト
と
い
ふ
と
と
あ
り
。
此
の
事
ふ
る
き
う
ら
た
る
べ

し
。
景
行
紀
に
、
日
本
武
傘
西
征
の
時
、
美
浪
園
の
普
射
者
弟
彦
公

を
喚
ぽ
し
め
給
ふ
時
、
弟
彦
公
使
ち
石
占
‘
積
立
等
を
事
ゐ
て
来
れ

る
と
と
見
ゆ
。
地
名
に
も
さ
る
名
の
ふ
る
く
あ
る
故
な
る
べ
し
と
い

へ
り
。
夫
木
抄
に
、
占
、
従
三
位
行
家
卿
。
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卑
分
除
大
系
聞
に
右
浦
と
あ
る
を
見
漏
ら
し
‘
心
付
か
ぎ
り
し
故
な

る
べ
し
。
加
邦
銀
民
、
岡
井
の
城
主
松
岡
衣
郎
左
衛
門
が
甥
に
、
石

浦
主
水
と
い
ふ
あ
り
。
此
の
主
水
と
い
ふ
は
、
本
願
寺
門
徒
一
授
の

魁
首
の
一
人
民
て
、
ザ
伺
浦
の
砦
に
居
住
し
け
る
が
、
伯
父
松
岡
次
郎

左
衛
門
と
共
に
米
泉
の
洲
崎
兵
庫
と
和
睦
し
、
彼
の
舘
へ
招
か
れ
、

次
郎
左
衛
門
は
泥
酔
し
て
‘
兵
庫
が
震
忙
殺
さ
れ
‘
主
水
は
銭
蹄
る

と
い
へ
ど
も
、
石
浦
砦
を
ぽ
攻
落
さ
れ
て
滅
亡
す
。
共
の
砦
は
、
石

浦
慈
光
院
の
欝
地
な
る
よ
し
見
b
た
り
。
按
や
る
に
‘
石
浦
主
水
は

則
ち
石
浦
三
郎
光
網
の
子
孫
に
て
、
富
樫
氏
滅
亡
の
後
、
本
願
寺
門

徒
一
授
共
の
魁
首
と
成
っ
て
、
石
油
村
民
砦
を
縛
へ
、
本
源
寺
を
守

護
た
し
居
た
り
し
と
聞
ゆ
。

。
犀
川
目
升
形
門
跡

奮
藩
中
は
、
犀
川
口
一
杏
林
坊
橋
爪
・
浅
野
川
口
枯
木
橋
爪
・
宮
腰
口
安

江
町
橋
爪
‘
右
三
ナ
所
は
、
金
棒
城
下
の
入
口
走
る
升
形
に
て
.
往

昔
は
三
ク
所
と
も
惣
門
を
建
て

b
り
し
か
ど
、
宮
腰
口
な
る
惣
門
は

中
頃
陵
せ
ら
れ
し
と
い
へ
り
。
但
し
宮
腰
口
の
み
は
、
今
に
至
り
升

形
の
名
稀
を
残
せ
り
。
古
老
の
停
訟
に
、
香
林
坊
橋
爪
の
升
形
は
、

東
方
た
る
惣
檎
土
居
際
に
前
問
平
太
夫
の
居
邸
な
る
長
屋
の
角
矢
倉




